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先月号の特集，⽛アガサ・クリスティーと神
経毒⽜の企画を担当した。私は少年時代から
ミステリーが大好きで，特に⽛刑事コロンボ⽜
の影響が大きかった。クリスティーを本格的
に読み始めたのは大学院生のころで，意表を
突くプロットの数々に傾倒していった。最近
は謎解きで味わう意外性はもちろん，人がな
ぜ嘘をつくのかに興味を持っている。
ミステリー作家である道

みち

尾
お

秀
しゅう

介
すけ

さんの講
演を聞いたことがあるが，ページをめくった
ときに⽛あっ⽜と言わせるように，見開きペー
ジの中で文章の長さを調整しているそうだ。
その趣向の極みが，⽝いけない⽞（文藝春秋，
2019）という作品である。各章の最後のペー
ジをめくったところに，一枚の写真が挿入さ
れている。それを見たとたん，⽛はっ⽜と想定
外の真相に気づくだろう。私の場合，話に
よっては多少時間を要するものもあったが，
書かれていない結末を自分で推理して頭の中
に話を再構築したほうが，読後感が格段に強
まると感じた。この読書体験は新鮮かつ強烈
なもので，ストーリーの細部に至るまで，容
易には忘れそうにない。
その続編である⽝いけないⅡ⽞（文藝春秋，

2022）は，さらに冴えた展開を見せている。
道尾さん曰く，⽛⽝いけない⽞を超えるのは無
理ではないかとさんざん言われましたが，や
り遂げました，超えました⽜。そして，⽝フォ
トミステリー⽞（ワニブックス，2023）では，逆
に既存の写真に文を添えることで新たな物語

を作り上げており，中には複数の写真の間で
呼応する物語もある。ミステリー好きには，
道尾さんの構想と執筆による⽝DETECTIVE

X CASE FILE #1御仏の殺人⽞（SCRAP 出版，

2022）を薦めたい。これは紙の捜査資料とス
マホの両方を駆使するゲーム作品だ。エン
ディングムービーが巧妙に隠されていて，そ
の最後まで気が抜けない。
その⽝いけない⽞から遡ること十年。⽝龍神
の雨⽞（新潮社，2009）では，随所に挿入される
ラジオニュースが無関係な内容に聞こえてい
ながら，その文脈を手がかりとして読み直す
と，真相が大きく変容して解釈されるという
趣向になっていた。さらに⽝N⽞（集英社，2021）
では，6章の順番を自由に選択して読むこと
で，720通りもの読み方ができるという実験
的な小説である。それぞれは独立した話に
なっているが，各章にちりばめられた登場人
物や動物たちが，自然と新たな文脈を生み出
し，見事に物語をつむいでいく。それらは壮
大な文脈を作り上げながら，最後に読む章の
読後感を高めてくれる。
この効果を一般化してとらえると，同じ作
家の作品群をどの順番で読むかによっても，
読後感が大きく変化し得るだろう。⽛アガ
サ・クリスティーと神経毒⽜の項目は原著の
発表順にしているが，好みの順番を選択し
て，自分だけの特別な物語を体験していただ
きたい。

（酒井邦嘉）
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